
 

 

１ 単元構想                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

２ 単元の目標及び単元の評価規準 

（１）単元の目標 

                                         

 

                                              

 

 

（２）単元の評価規準 

 

 

 

 

 

３ 単元の系統性  
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

言葉による見方・考え方の成長 

 

 

 

                               

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事実と意見を区別して書き、自分の考えが伝わるように工夫して書き表す力 

本単元で身に付けたい力 

 本単元では、コロナを乗り切るために提案した

いことを考え、適切な資料を用いて意見文を書く

活動を設定する。 

 現代のコロナ渦で児童が身近な生活場面の中か

ら抱いた疑問や思いを基に、自分が提案したいこ

とを明確にし、そこに読み手を説得するための根

拠となる事実を入れたり、書き表し方を工夫した

りすることで、「書くことウ」の力が身に付くと考

えている。 

 

 

 

本教材は「フェアトレード」を題材にして、目的に

応じて様々な資料を収集することや自分の考え（提案

したいこと）に適した情報選択の必要性、事実と意見

の正しい文章表現などを学習することができる。ま

た、説得力のある意見文を書くことを常に意識して、

書き進めていく構成となっている。児童が、読み手の

興味を引き、提案したいこと（考え）について根拠（客

観的事実）を挙げながら文章を書くことに適している

教材である。 

 

 

 

 児童はこれまでに理由や事例を挙げて文章を書

いたり、構成を考えて意見文を書いたりする活動

を通して、自分の考えが明確に伝わるように書く

ことを学習してきている。６月の「防災ポスター

を作ろう」の学習においては、資料を整理し、効

果的に活用して報告文を書く学習を行っている。 

全国学力・学習状況調査において、「書くこ

と」の記述「事実と意見を区別して書く」では、

正答率 65％で、条件に沿って書く力が十分身に

ついているとは言えない。 

学習にあたって、普段の学校生活で児童の会話の中にコロナに
ついての話題を耳にすることが少なくなく、また、夏休みの課題
の「見つめる目」の新聞記事でもコロナについての話題を取り上
げて書いてきている現状があり、それらのことをきっかけに、本
単元に繋げていく。 
第一次では、現在、世界的な問題となっている新型コロナウイ

ルスについて、コロナを乗り切る意見文を書くという課題を基に、
自分が提案したいと思うことを絞る。更に、自分が伝えたいこと
に沿った資料を選択して、校外に発信するという主体的な学びを
目指していく足掛かりとする。 
 第二次では、自分が書きたいことを明確にして自分の提案に合
う資料を取捨選択する。また、資料について友達と意見交流する
ことで、正しく事実を捉え自分の考えを明確にして文章に生かす
ようにしていく。意見文を書く際には、教科書に限らず、説得力の
ある文章を目指して表現方法の工夫を探ったり、調べたりしなが
ら語彙を増やし、自分の提案に活用していく。 
 第三次では、自分の意見文を友達と推敲し、練り直して考えを
広げ深めて、よりよい意見文を仕上げていける学びに繋げたい。 
本単元で身に付けた説得力のある文章を書く力は、総合的な
学習の時間での発表など他教科でも活用できるものである。 
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  ） 

①コロナ渦でも自分たちの生活

を良いものにするための意見

文を書くという学習課題をつ

かみ、単元の学習の見通しを

立て、自分が提案したいとこ

とを決める。 

②自分が提案したいことと考え

た理由を交流し、必要な情報

を収集する手段を考える。 

 

③教材文で提案したいことに応

じた資料選択について確認

し、収集した資料から分かる

情報を付箋に書く。意見交流

しながら、適切な資料を選択

する。 

④メモを基に構成を考え、自分

の提案する文章の序論を書

く。 

⑤様々なテキストを使い、提案

に使えそうな言葉を集め、自

分たちでまとめながら言葉や

表現の工夫、文末表現につい

て探る。 

⑥⑦２時間で下書きを仕上げる

見通しを持ち、構成メモに基

づいて意見文の下書きを書

く。書いた意見文を構成メモ

に沿って友達と見直しながら

個人の進み具合に応じて計画

的に書いていく。 

本時６/９ 

 

⑧意見文を書く時のポイント

に沿って推敲し清書する。 

⑨友達と意見文を読み、感想

を伝え合い、単元の学習を

振り返る。 

 

○新聞記事や見つめる目等

を基にコロナウイルスに

関して課題だと感じたこ

とや考えたことから提案

したいことの考えを持た

せる。 【主】 

○提案したいことに適した

資料を選択するために、

意見文の中での使われ方

を考えさせる。 

 

 

 

○資料についてグループで

意見交流することで提案

したいことに適した情報

を選択させる。 

   

○自分の考えとその根拠と

なる事実を付箋に書きな

がら文章構成を考える。根

拠の挙げ方について比較

しながら効果的な構成を

考えさせる。 

○説得力のある文章を書く

ための表現方法を吟味し、

語彙を増やす。 

【知・技（１）オ】 

○提案したいことを裏付け

る情報（具体的数値や専門

家の言葉など）と自分の考

えを意識して、説得力のあ

る文章を書かせる。【思・

判・表 Bウ】 

本単元終了時の目指す児童の姿 

○目的に応じて集めた資料を比較し、必要な情報を検討する姿。 

○自分の考えが伝わるように構成を考えたり、表現を工夫したりして文章を書こうとする姿。 

 

コ
ロ
ナ
を
乗
り
切
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案
し
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と
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え
、
適
切
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料
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い
て
意
見
文
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書
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学
習
目
的
の
理
解
と
見
通
し 

理
解
と
表
現
の
螺
旋
的
な
学
び 

表
現
活
動
・
単
元
の
振
り
返
り 

〇説得力のある意見文を書くことを目指して、自分の考え（提案したいこと）を持ち、様々な資料についてグループで意

見を交流することで、根拠を挙げて事実と意見を書くことができるようにする。 

○読み手により具体的にイメージしてもらうために「言葉の宝箱」を活用したり、思いの強さを文末表現の違いで表した

りして言葉を吟味し、効果的に書き表すことができるようにする。 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

思考に関わる語句の量を増し、

話や文章の中で使うとともに、語

句と語句との関係について理解

し、語彙を豊かにすることができ

る。    （１）オ 

「書くこと」において、目的や意図

に応じて、事実と意見を区別して書

き、自分の考えが伝わるように書き表

し方を工夫することができる。 Ｂウ 

言葉が持つよさを確認するとともに、進

んで読書をし、国語の大切さを自覚して思

いや考えを伝え合おうとする態度を養う。 

 

研究主題：目的に応じて必要な内容を整理し、自分の考えを明確にして書く力を高める学習指導の在り方 

－文章の種類や特徴に応じた書き表し方の工夫－ 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

思考に関わる語句の量を増し、

話や文章の中で使うとともに、語

句と語句との関係について理解

し、語彙を豊かにしている。 

（１）オ  

「書くこと」において、目的や意

図に応じて、事実と意見を区別して

書き、自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫している。    

Ｂウ 

学習課題を明確にし、粘り強く文章構成を考

え、学習の見通しをもって説得力のある意見文を

書こうとしている。（意見文を書くために適切な

資料を選び、自分の考えをより効果的に伝える言

葉を選んで表現しようとしている。） 
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成
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共
有 

学習過程 主な学習内容及び学習活動 【 】評価規準・〇指導上の留意点 

指導観 児童の実態 

言語活動 

４ 研究主題に迫る手立て 

 

言語活動とその特徴 教材の特質 

５ 学習の流れ 

 

1年 

語と語や

文と文の続

き方に気を

付けて文章

を書く。 

 

2年 
語と語や文

と文の続き方

に注意しなが

ら内容のまと

まりが分かる

ように工夫し

て書く。 

 

3年 

文章の構成

を考え、自分

の考えとそれ

を支える理由

との関係を明

確にして文章

を書く。 

 

4年 

文章の構成

を考え、自分の

考えとそれを

支える理由や

事例との関係

を明確にして

文章を書く。 

 

5年 

目的や意

図 に 応 じ

て、事実と

意見を区別

して説得力

のある文章

を書く。 

 

 

6年 

目的や意

図に応じて、

事実と意見

を明確に区

別して説得

力のある文

章を書く。 

 

中 1年 

根拠を明

確にして、

自分の考え

が伝わるよ

うに工夫し

て文章を書

く。 

「～ことができる。」
より「～ことができる
はずである。」の方が
私の考えたことを強
調できるな。 

マスクから鼻が出てい
る場合と出ていない場
合を比較して書きたい
な。 

推
敲 

どの順序で書くと読み
手を説得できるかな。
構成メモを並べ替えて
読み手の立場で考えて
みよう。 
 

資料には 28％と書い
ているから、100人い
たとしたら 28人と言
い換えても、イメー
ジしやすいかな。 

考
え
の
形
成
・
記
述 

 

事実と意見を区別して
書けているかな。自分
の提案と資料が合って
いるかな。 

○説得力のある意見文を目指し
て、様々な要素を取り入れな
がら書いた文章をホームペー
ジで発信することで、書くこ
とへの意欲を高めさせる。
【主】 

マスクを正しく着用す
ることで、感染が 80％
も減になることが書か
れている。この数値を
書くと必要性を分かっ
てもらえるな。 

 

この、資料と言葉にこ
だわって書いたぼく
の意見文を読んで、行
動に移してほしいな。 



６ 本時の学習 （ ６ ／ ９ 時間） 

（１）目 標 

 

 

（２）展 開 

（３）板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）準備物 

ホワイトボード、構成メモ、資料 

 

言語活動のモデル 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
習
過
程 

学習内容 

及び 

学習活動 

主な発問（※） 

予想される児童の反応（○） 

指導上の留意点（●） 

評価規準及び評価方法（☆） 

学
習
目
的
の
理
解 

１．単元のゴールを

共有し、これまで

の学習を基に意見

文に必要なポイン

トを確認する。 

  

２．めあてを確認 

する。 

 ●説得力のある文章を書くために

必要なポイントを確認する。 

内
容
の
検
討 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

表
現 

 
 
 

 
 

推
敲 

３．自分の工夫のポ

イントをグループ

で話し合う。  

（グループ） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．各自のめあてに

向かって、アドバ

イスし合いながら

文章を書き進め

る。 

（個人・ペアなど） 

 

・資料の読み取り 

・構成メモの修正 

・語彙集の活用 

・言葉の吟味など 

 

     （全体） 

 

※下書きを書く上で困っていることは何です

か。 

○手洗いの効果を表す数値を使おうと思うけ

ど、どうかな。 

○構成メモを作ってみたけど、文章にどう書

いたらいいのかなあ。 

※自分のこだわりポイントに向けて、グルー

プでアドバイスし合いましょう。 

○構成メモを修正したいから加筆することか

ら始めなければ… 

○読み手がより分かりやすい数値に書き変え

よう。 

 

○意見文を読む相手の事を考えて、どんな書

き方があるのか友達に聞いてみよう。 

○説得の工夫を取り入れて、事実と自分の考

えは区別して書くのだったね。 

〇相手を納得させられる効果的な構成を考え

よう。 

 

 

※説得力をさらにパワーアップさせるため

に、もらったアドバイスはどんなことでし

たか。 

〇資料には「28%」と書いていた。それは

100人いたら 28人という言い換えもでき

ると言ってもらった。 

〇「~ことができる。」より「~ことができる

はずである。」の方が、提案したいことを

強調できると文末表現のアドバイスをもら

った。 

 

●構成メモや資料を基に、自分の

考えをどのように意見文を書い

ていくか伝え合わせる。 

 

 

●２時間で下書きを完成させるこ

とを確認し、本時における個々

のめあてをもたせる。 

 

 

 

 

 

●教科書のモデル文や構成メモを

基に、自分が伝えたいことをど

のように書くのか確認しながら

考えさせる。 

●「言葉の宝箱」等を参照しなが

ら書くことを助言する。 

●自分のこだわりポイントを伝え

ながら対話し、友だちのアドバ

イスから考えを広げる。 

 

☆客観的事実を用いて、意見と区

別して、文章に書き表している。 

【思・判・表Ｂウ】 

 （発言・意見文） 

振
り
返
り 

５．振り返り 

  

 

○私は○点になりました。それは、自分の伝

えたいことに対して、○○を使うことがで

きたからです。次の時間 30点アップさせる

ために「△△」を使うことで自分の考えが

よりはっきり伝わると思っています。 

●この時間に工夫した内容、さら

によりよくするために、次時に

する工夫について書くようにさ

せる。 

めあて 

選択した資料と構成メモを基に、説得力のある意見文を書くための工夫を

こらそう。 

資料と構成メモを基に、事実と考えを明確にしながら説得力のある意見文を書くことができる。 

 
め
あ
て 

       

（
困
っ
て
い
る
こ
と
） 

 
 

 

              
 
 
 
 
 

 

       
 
 
 
 
 

 

           

振
り
返
り 

         

選
択
し
た
資
料
と
構
成
メ
モ
を
基
に
、
説
得
力
の
あ
る
意
見

文
を
書
く
た
め
の
工
夫
を
こ
ら
そ
う
。 

こだわりポイント 

単元名 

パワーアップ 

児
童
の
意
見 

〇
点 

根
拠
（
ど
ん
な
工
夫
を
し
た
か
ら
な
の
か
） 

更
に
三
十
点
ア
ッ
プ
さ
せ
る
に
は
、
ど
ん
な
工
夫
が
必
要
か 

書
く
こ
と
の
学
習
過
程 


